
令和３年 第１回 川口市教育委員会定例会

                                日 時 令和３年２月４日（木） 

                                    午後１時３０分 

                                場 所 ワークファンルーム会議室１・２ 

日    程

１ 開 会

２ 点 呼

３ 前回会議録の承認

（１）第２２回川口市教育委員会定例会会議録

４ 教育長報告

（１）２月行事予定について                               ――  １

（２）１２月市議会定例会の概要について                         ――別添１

（３）令和２年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰について         ――  ７

（４）令和２年度川口市優秀教職員表彰被表彰者について                  ――  ９

（５）卒業（園）式及び入学（園）式について                       ―― １０

（６）川口市立学校におけるいじめ問題の現状について                   ――当日１

（７）教育委員会における新型コロナウイルス感染症の対応について          ――当日２

５ 協議事項

（１）川口市教育振興基本計画（案）について                       ――別添２

（２）卒業（園）式における告辞等について                        ――当日３

６ 議 事

議案第１号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【補正予算】            ――当日４

議案第２号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【一般議案】            ――当日５

議案第３号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【一般議案】            ――当日６

議案第４号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【一般議案】            ――当日７

議案第５号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【当初予算】            ――当日８

議案第６号  ３月市議会に係る議案の原案決定について【条例議案】            ――当日９

議案第７号  職員の人事について                            ――当日１０

議案第８号  職員の人事について                            ――当日１１

議案第９号  教職員の人事について                           ――当日１２

議案第１０号 教職員の人事について                           ――当日１３

議案第１１号 専決処分の承認について（教職員の人事の内申について）           ――当日１４

議案第１２号 専決処分の承認について（教職員の人事の内申について）           ――当日１５

７ その他

（１）令和３年川口市はたちの集い結果報告について                    ―― １１

８ 閉 会



日 曜日 日 曜日

月

金

文　化　財　課 中　央　図　書　館

金

6

1 月

2

木

5

8

木

火

12

13

14

旧田中家住宅の桃の節供（～３月７日）

火9

月

4（13：30　ワークファンルーム）

教　育　総　務　課

月 行　事　予　定　表令　和　３　年

1 月

文　化　推　進　室

2

生　涯　学　習　課

15 月

日

水

土

日

月

11

12

木

金

13

金

土

火

教育委員会定例会

14

7

8

9

10

3

4

5

6

2 火

水

木

（10：00　議会第３・４委員会室）

次世代支援・教育力向上特別委員会

建国記念の日

（11：00　領家公民館）

領家公民館開所式

水3

土

日7

（旧田中家住宅）

11

10 水

土

15

日
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教育長報告（１）



日 曜日 日 曜日

水

金

月

教　育　総　務　課 生　涯　学　習　課 文　化　推　進　室 文　化　財　課 中　央　図　書　館

27 土

金26

21

16

19

18 木

令和２年度第７回南部教育長会議・教育長協議会

教育委員会定例会

27 土

26 金

17

25 木

28 日

24 水

23

日

月

火

22

令　和　３　年

（14：00　浦和合同庁舎）金

水

火

2

（13：30　ワークファンルーム）

20 土

天皇誕生日

月

16

水

18 木

火

行　事　予　定　表

21

土20

日

22

火23

24

25 木

（13：30　アートギャラリー・アトリア）

たのしい実技講座　真鍮でつくるバターナイフ

（13：30　アートギャラリー・アトリア）

28

桃の節供関連イベント箏の演奏会の上映（～３月７日）

日

たのしい実技講座　真鍮でつくるバターナイフ

17

19

（旧田中家住宅）
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日 曜日 日 曜日

令　和　３　年 2 月 行　事　予　定　表

科　学　館 ス　ポ　ー　ツ　課

1 月 1 月

2 火 2 火

3 水

清泉幼稚園（11:00　プラネ）

3 水

4 木 4 木

5 金 5 金

6 土

特別イベント「プログラミングで衝突回避ロボ製作」

6 土（11：30　展示）

7 日

特別イベント「ＶＲゴーグルで自動運転バスにＧＯ！」

7 日（11：30　展示）

8 月 8 月

9 火

天文台夜間天体ライブ配信「プレアデス星団（M45)」

9 火（18：30　天文台）

10 水

川口あけぼの幼稚園（10:15　展示・プラネ）

10 水

11 木

特別イベント「ＶＲゴーグルで自動運転バスにＧＯ！」

11 木（11：30　展示）

12 金 12 金

13 土

特別イベント「車両展示　自動運転車アルマが科学館にやってくる！」（～14日　展示）

特別イベント「プログラミングで衝突回避ロボ製作」（11：30　展示） 13 土

サイエンスクラブ「プログラミングロボをつくろう」（14：30　展示）

14 日

特別イベント「ＶＲゴーグルで自動運転バスにＧＯ！」

（11：30　展示） 14 日

15 月 15 月
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日 曜日 日 曜日

令　和　３　年 2 月 行　事　予　定　表

科　学　館 ス　ポ　ー　ツ　課

16 火

休館日（館内整理日）

16 火

17 水

講師派遣（8：50　領家小学校）

富士見市立ふじみ野小学校（9：30　展示） 17 水

青木錦生幼稚園（10:30　展示・プラネ）

18 木

講師派遣（8：50　上青木南小学校）

北区立西が丘小学校（9：30　展示）　東川口幼稚園（11:00　展示・プラネ） 18 木

和光市立下新倉小学校（13：30　展示）

19 金 19 金

20 土

特別イベント「プログラミングで衝突回避ロボ製作」（11：30　展示）

20 土サイエンスクラブ「プログラミングロボをつくろう」（14：30　展示）

天文台夜間天体ライブ配信「上弦の月」（18：00　天文台）

21 日

いきいきサイエンス「石こうレジンアクセサリー」

21 日（10：30　展示）

22 月 22 月

23 火

特別イベント「ＶＲゴーグルで自動運転バスにＧＯ！」

（11：30　展示） 23 火

24 水

所沢市立和田小学校（10：00　展示）

24 水

25 木

松伏町立松伏小学校（9：30　展示）

川口幼稚園（11:00　展示・プラネ） 25 木

26 金

吉見町立西が丘小学校（13：00　展示）

26 金

27 土

特別イベント「プログラミングで衝突回避ロボ製作」

（11：30　展示） 27 土

28 日

特別イベント「ＶＲゴーグルで自動運転バスにＧＯ！」

（11：30　展示） 28 日
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日 曜日 日 曜日

行　事　予　定　表

13

10 水

2 月

15 月

11 木

12

日

8 月

9 火

7

土

4 木

5 金

6 土

金

1 月

2 火

3 水

学校給食献立委員会

（新郷・南平学校給食センター、自校調理中学校）

（15：30　第二庁舎地階第１会議室）

学　務　課 指　導　課 学　校　保　健　課

14 日

学校訪問（戸塚小）

「ＳＳＷ」選考面接

（15：30　第二庁舎地階第１会議室）

５ラウンドシステム研修会

（9：00　教育研究所）

市立高等学校附属中学校入学確約書提出

令和３年度「教育相談支援員」「図書館司書」

５ラウンドシステム研修会

（14:15　教育研究所）

市立高等学校附属中学校入学者選考適性検査

得点開示（9:00　市立高等学校）

学校訪問（元郷小・並木小）

第３回市立学校教頭・副校長会議

学校訪問（南平幼稚園） 学校給食献立委員会

（元郷学校給食センター調理小学校）

（15：30　元郷学校給食センター会議室）

（15：30　元郷学校給食センター会議室）

学校給食献立委員会

（元郷学校給食センター調理中学校）

学校訪問（上青木南小・戸塚北小）

川口市補導会幹事会

（15：00　教育研究所）

（10:00　川口市立高等学校）

学校給食献立委員会

（新郷・南平学校給食センター調理小学校）

（15：30　第二庁舎地階第1会議室）

学校給食献立委員会（自校調理小学校）市立高等学校附属中学校繰り上げ入学許可

候補者補充　（～１０、１２日）

５ラウンドシステム研修会　（14:15　鳩ヶ谷庁舎）

（14：15　教育研究所）

木

1

金

日

8 月

月

2 火

3 水

4

5

火9

10 水

11 木

6 土

7

12 金

土

14 日

15 月

13

市　立　高　等　学　校

高校入試願書受付

（9：00　市立高等学校）

高校入試願書受付

（9：00　市立高等学校）

庶　務　課

令　和　３　年

-5-



日 曜日 日 曜日

2 月 行　事　予　定　表

27 土

28 日

24 水

25 木

26 金

18

20 土

21

23 火

16

17 水

日

火

木

19 金

学校給食運営審議会

第２回特別支援学級設置校長会（15:00　教育研究所）

（10:00　第一本庁舎５０１大会議室）

第９回月例校長連絡会

（15:00　岸川中）

学　務　課

（10：00　元郷学校給食センター会議室）

（9:20　市立高等学校）

課題研究員会議本発表（13:30　ＳＫＩＰシティ）

指　導　課

ＧＩＧＡスクール全体導入研修

（10:00　川口市立高等学校）

学　校　保　健　課

第８回市立学校長会議

22 月

16 火

水17

18 木

19 金

20 土

日

22

金

月

23

木

火

24 水（13：30　南平学校給食センター会議室）

第１０回指導主事会議

28

27

日

21

学校給食食品等選定委員会

（9:30　教育研究所）

土

第１回就学支援委員会（発達障害・情緒障害部会）

25

（9：10　教育研究所） 26

ＧＩＧＡスクール全体導入研修

（15:00　岸川中）

市立小・中学校中堅教諭等資質向上研修閉講式

市　立　高　等　学　校

高校入試願書受付

（9：00　市立高等学校）

学年末考査【定時制】（～１９、２２日）

高校入試志望先変更（9：00　市立高等学校）

学年末考査【全日制】（～１９、２２、２４日）

高校入試志望先変更（9：00　市立高等学校）

同窓会理事会（19：00　中央ふれあい館）

生徒臨時休業（～３月３日）

高校入試学力検査（8：45　市立高等学校）

庶　務　課

令　和　３　年
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令和２年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰について 

受賞団体
幸町小学校・学校応援団 

(加藤進一・矢澤昭人・中野康剛 学校応援コーディネーター、駒崎弘匡 校長)

１ 表彰の趣旨 

地域全体で次代を担う子供たちを育成するために、地域と学校が連携・協働し、地域

の教育力の向上を図り、社会総掛かりでの教育の実現を目指すことを目的に、幅広い地

域住民等の参画により、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を創生する

活動（以下、「地域学校協働活動」という。）のうち、その内容が他の模範と認められる

ものに対し、その功績をたたえ文部科学大臣が表彰を行う。

２ 受賞団体の主な取組（取組の詳細は別紙参照）

「SSS による地域の教育力 UP －学校で学んだことを生かして地域に参画する児童の育成－」

①学校応援団（SSS）による学校支援活動：保護者や地域住民等の参画により、各教科

のサポートや登下校の見守り活動など、幅広く継続的に支援活動を行っている。

②社会に開かれた教育課程の実現：学校で学んだことを生かして地域の活動に積極的に

参画する児童の育成を目指し、地域の祭りに音楽を提供したり地区運動会へ参加した

りするなど、地域と学校との連携・協働体制を構築している。

③学校運営協議会との連携体制：学校運営協議会を地域と学校の目標共有の場として明

確に位置付け、地域学校協働活動について協議を行っている。

３ 受賞までの過程 

 ７月 文部科学省から推薦依頼

 ８月 推薦候補の選定（学校応援団報告書、コミュニティ・スクール連絡協議会資料）

 ９月 川口市選考委員会 候補団体から１団体を選定

     選考委員：学務課（コミュニティ・スクール担当）、指導課（学校応援団担当）、

生涯学習課（放課後子供教室・学校応援団担当）

１０月 文部科学省へ推薦（中核市のため国へ直接推薦）

１２月 内定通知

 ２月 表彰式（２月２５日(木)午後 対面・オンラインどちらでも出席可能な形式）

４ 市内団体の受賞歴 

平成２９年度 朝日東小学校・放課後子供教室「朝日東ホッと大夢（たいむ）」

平成３０年度 小谷場中学校・川口市立小谷場中学校地域協働部

令和元年 度 岸川中学 校・学校応援団

令和２年 度 幸町小学 校・学校応援団
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年度 有

ー

学校運営
協議会

地域学校
協働本部

2人

　川口市立幸町小学校の「学校応援団」（幸町小サポートスタッフ（SSS)）は、学校応援コーディネーターを中核に、学習やクラブ活動支援、環
境整備、安全見守り活動などの「学校支援活動」や、公民館（学校と合築）の利用団体を講師とする特別授業の実施及び学びの循環の推進と
いった「地域人材育成」に取り組んでいる。
　教育活動や教育環境の一層の充実を図るだけでなく、教員が子供と向き合う時間の増加、地域住民等の学習成果の活用機会の拡充、家
庭・地域の教育力の活性化などもねらいとし、SSSの体制づくりを推進している。
　また、平成29年度に学校運営協議会が設置され、学校応援団との連携体制を構築している。特に、学校応援コーディネーターを学校運営
協議会の委員として委嘱し、地域学校協働活動と学校運営協議会のスムーズな連携及び活動の充実を実現させている。

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

学校運営協議会における熟議の様子
（学校応援コーディネーターが委員として活躍）

学校支援活動
活動区分

ＩＣＴ機器
活用

有無

指定・設置日

平成29年4月1日設置

地域人材育成

放課後子供教室

平成 29

企業・ＮＰＯ
等との連携

協働活動
開始年度

SSSによる地域の教育力UP
　-学校で学んだことを生かして地域に参画する児童の育成-

川口市
●活動名 ●関係する学校名

幸町小学校・学校応援団 川口市立幸町小学校    

372人

延べ登録人数ボランティア
の数

ー

統括的な地域学校協働
活動推進員等の数

配置人数

048-259-7655

参考URL http://sky.netcommons.net/saiwaichou/htdocs/

●連絡先 川口市教育委員会教育総務部生涯学習課

●
活
動
の
概
要
・
経
緯

活動の様子（写真）等
を貼り付けて下さい

活動の様子（写真）等
を貼り付けて下さい

【実施に当たっての工夫】

・HPやメールによる積極的な周知活動により、SSSへの登録人数が倍増し、多くの地域住民等の参画を得ることができた。
・学期ごとに活動のまとめを行うとともに学校運営協議会で報告するなどPDCAサイクルを構築し、持続可能な活動を実現している。
・地区運動会開催に向けてCMを作成し、校内で放送したことにより、多くの児童の参加につながった。

・学校運営協議会において地域と学校とが目標を共有するとともに、学校応援団の活用について熟議し、地域学校協働活動の充実を図っている。
・順天堂大学と連携し、学生がSSSとして授業補助などを行っている。学生が卒業しても次の学生が関わるため、継続した活動が可能となっている。
・公民館と連携し、公民館利用団体も学習支援活動を行っている。地域住民等の学習成果の活用機会となっている。

【関係機関・団体等との連携状況】

・幅広い地域住民等の参画を得る体制が整い、学校応援団の活動が充実してきている（学校応援団参加延べ人数が前年度比
200％）。また、学校HPのアクセス数が年間20万を超えるなど、保護者や地域の学校に対する関心が高まっている。
・児童は、学習支援や見守り活動等でSSSと関わったり、地域行事に参画し地域住民等と関わったりすることで、地域の一員としての
自覚を高めることができている。（地区運動会参加児童数　前年度比150％）
・見守り活動により登校時の事故０を達成。交通量の多い都市部という地域の改善・充実につながっている。さらに、教職員の負担軽
減にもなり、子供に向き合う時間が増えるなど、「学校における働き方改革」としても効果が表れている。

・学校応援団の環境整備では、配膳台カバーやトイレットペーパーホルダーカバーの作製手順等をHPで公開することにより、SSSが自
分の都合よい時間に作業できるようになり、効率化につながった。

学
校
応
援
団

（
S
S
S

)

に
よ

る
学
習
支
援

地
区
運
動
会
に
積
極
的
に
参
画

す
る
児
童

● その他

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

● 活動の特徴・工夫

①学校応援団（SSS）による学校支援活動：保護者や地域住民等の参画及び大学との連携により、各教科におけるサポート、学校行
事の運営補助、登下校や校外学習での見守り活動など、幅広く継続的に支援活動を行っている。
②社会に開かれた教育課程の実現：学校で学んだことを生かして地域の活動に積極的に参画する児童の育成を目指し、地域の祭り
への音楽提供、地区防災訓練や地区運動会への参加など、地域と学校の連携・協働体制が構築されている。
③学校運営協議会との連携体制：学校運営協議会を地域と学校の目標共有の場として明確に位置付け、地域学校協働活動につ
いて協議するなど、連携体制が整っている。

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

こんな

活動です
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５０歳以上の部
番号 性別 職名

番号 性別 職名

番号 性別 職名

８ 江口　竜太 男 教諭 原町小
教科指導（体育）

学校運営

食育指導・健康教育

３ 鈴木　直美 女
養護
教諭

岸川中 保健室経営・健康教育

４ 栗原　洋右

男

２ 駒崎　由紀子 女

５０歳未満の部　中堅教員等資質向上研修　修了者（または採用以来１０年以上の経験者）

教諭 川口市立高等学校

教科指導（社会・全般）

７ 武藤　晃広 男 教諭 芝中央小

青木中央小

教科指導（社会）
学校運営

教科指導（理科）

学 校 名 推薦の概要

教諭

５０歳未満の部　中堅教員等資質向上研修　未修了者（または採用以来１０年未満の経験者）

令和２年度川口市優秀教職員表彰被表彰者について

氏 名

仲町中

学 校 名 推薦の概要

教科指導（音楽）教諭女

栄養
教諭

本町小

１

９ 石山　和之 男

６ 大矢　真悟

氏 名

教諭

氏 名 学 校 名 推薦の概要

青木北小

吉田　美之

男
学習指導（全般）

進路指導・学年経営

５ 栁澤　清香 女
事務
主幹

　青木中 学校事務・学校運営
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   卒業（園）式及び入学（園）式について 

１ 令和２年度川口市立学校（園）卒業（園）式 

 月  日（曜） 
開式時刻 

（予定） 
式 場 

幼 稚 園 ３月１８日（木） 午前１０時 自 園 

小 学 校 ３月２４日（水） 午前１０時 自 校 

中 学 校 ３月１５日（月） 午前１０時 自 校 

芝西中学校陽春分校 

（夜間中学） 
３月１２日（金） 午後 ６時 自 校 

川口市立高等学校（全） ３月１７日（水） 午前１０時 自 校 

川口市立高等学校（定） ３月１１日（木） 午後 ６時 自 校 

２ 令和３年度川口市立学校（園）入学（園）式 

 月  日（曜） 
開式時刻 

（予定） 
式 場 

幼 稚 園 ４月１２日（月） 午前１０時 自 園 

小 学 校 ４月 ８日（木） 午前１１時 自 校 

中 学 校 ４月 ８日（木） 午後１時３０分 自 校 

川口市立高等学校 

附属中学校 
４月 ８日（木） 

開校式 午前１０時 

入学式 午前１１時１５分
自 校 

芝西中学校陽春分校 

（夜間中学） 
４月 ９日（金） 午後 ６時 自 校 

川口市立高等学校（全） ４月 ８日（木） 午後 ２時 自 校 

川口市立高等学校（定） ４月 ９日（金） 午後 ６時 自 校 
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令和３年川口市はたちの集い結果報告について

当初は２部制で式典等実施する予定であったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大状況を考慮

し式典を取りやめ、記念品引換及び市長のお祝いメッセージのオンライン配信を行った。 

１ 日にち 令和３年１月１１日（月・祝） 

２ 会 場 川口西公園（リリアパーク） 

３ 対象者 ５，９１１人（男 ３，０２６人 女 ２，８８５人） 

平成１２年４月２日から平成１３年４月１日までに出生した市内在住の男女 

４ 時 間 午前の部：１０時～１２時３０分 

           中央・横曽根・青木・南平・鳩ヶ谷地区 

      午後の部：１２時３０分～１５時 

           新郷・神根・芝・戸塚・安行地区 

５ 参加者数等（午前・午後別） 

 午前の部 午後の部 
合計 

男 女 小計 男 女 小計 

対象

者数 
1,534 人 1,468 人 3,002 人 1,492 人 1,417 人 2,909 人 5,911 人 

参加

者数 
657 人 872 人 1,529 人 605 人 749 人 1,354 人 2,883 人 

参加

率 
42.8％ 59.4％ 50.9％ 40.5％ 52.9％ 46.5％ 48.8％ 

６ 参加者数等（男女別）                     ※（ ）内は前年比 

 男 女 計 

対象者数 3,026 人（-141 人） 2,885 人（－46人） 5,911 人（-187 人） 

参加者数 1,262 人（-561 人） 1,621 人（-158 人） 2,883 人（-719 人） 

参加率 41.7％ 56.2％ 48.8％ 

前年の状況【参考】 

 男 女 計 

対象者数 3,167 人 2,931 人 6,098 人 

参加者数 1,823 人 1,779 人 3,602 人 

参加率 57.6％ 60.7％ 59.1％ 

７ 取材報道  Ｊ：ＣＯＭ 
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１２月市議会定例会の概要について 

川 口 市 教 育 委 員 会 
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                                  教育総務部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                （教育総務課）

＜質問概要＞

若谷 正巳 議員（自民）

１２ 学校施設の老朽化対策につい

て

(1) 学校施設の長寿命化計画につい

て

・学校施設の長寿命化計画の策定にあ

たっての考え方と策定状況について

(2) 学校施設の維持管理について

・緊急を要する場合を含めた学校施設

の維持管理をどのように進めるのか

＜答弁概要＞

（教育総務部長）

Ａ 学校施設の長寿命化計画については、各

校舎の建築後の経過年数や劣化状況調査の

結果等を踏まえ、これらの状況を総合的に勘

案したうえで、今後の施設の健全かつ効率的

な運用を目指し、対象となる校舎について、

改築か、または大規模改修により長寿命化を

図るのか等を検討し策定することとしてい

る。

本市では、現在、文部科学省の指針に基づき、

それぞれの校舎等施設の状況を考慮し、令和

２年度末までの策定を目指し作業を進めて

いる。

（教育総務部長）

Ａ 学校施設の維持管理にあたっては、法令

に基づき毎年実施している設備点検や、３年

ごとの建物点検及び学校からの報告等によ

り状況を把握し、適宜修繕や改修を実施して

いる。

 今後についても、各学校施設の安全性を確

保し、既存施設を長期にわたり良好な状態で

使用できるよう、計画的に改修を行う等、適

切な維持管理に努めていく。

 また、児童生徒の生命や健康にかかわる、

緊急を要する不具合が生じた場合は、迅速に

対策が行えるよう、関係部局と連携を取りな

がら対応していきたいと考えている。
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舩津 由徳 議員（自民）

５ 中学校夜間学級建設事業の計画

変更について

(1) 建設事業の計画が変更となった

経緯について

(2) 今後の事業計画について

（教育総務部長）

Ａ 中学校夜間学級建設事業は、令和元年度

からの２か年継続事業として進めていたが、

建設工事の着手に先立ち実施した土壌調査

の結果、敷地の一部区画から基準を超える砒

素およびその化合物が検出され、土壌汚染対

策法に基づく「要措置区域」に指定された。

この結果を受け、関係部局と対応を検討する

中で、当初設計案に基づき新校舎を建設する

には、汚染土壌の処理に相当の期間と費用が

かかることが判明したことから、改めて設計

を行い、「要措置区域」以外の敷地で建設す

る計画に変更したものである。

（教育総務部長）

Ａ 今後の計画としては、改めて令和３年３

月までに基本設計を行い、引き続き実施設計

を令和３年１０月までを目途に行う予定で

ある。その後、建設工事を令和４年度から令

和５年度にかけて実施し、新校舎の運用開始

は、当初の計画から３年の遅れとなる令和６

年４月を見込んでいる。
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益田 みなみ 議員（自民）

６ 地域の課題について

(1) 戸塚地区の中学校のトイレにつ

いて

ア トイレの混雑緩和策について

・戸塚地区の中学校の女子トイレの混

雑緩和策として洋式化を進めてはど

うか

イ 衛生面を重視したトイレの乾式

化について

・戸塚地区の中学校のトイレの床の乾

式化を進めるべきと考えるが、市の考

えはどうか

（市長）

Ａ 戸塚地区の中学校２校は、多くの生徒が

通う大規模校であり、生徒が学校生活を送る

うえで、特に女子トイレにおいては、洋式ト

イレの不足から混雑が日常的に発生してい

る状況と伺っている。

 文部科学省では、議員指摘の通り、健やか

に学習・生活できる環境を整備するため、ト

イレの洋式化を挙げているところであり、私

は、児童生徒が身体的にも精神的にも健康

で、快適なトイレの環境整備が重要であると

認識しているところである。

 こうしたことから、私は、戸塚地区の中学

校について、使用率の低い和式トイレを洋式

化したり、トイレ設置の場所が確保できるか

等検討し、増設することにより、混雑の緩和

を図り、生徒がより学業に専念できる環境を

整備するよう、関係部局に指示したところで

ある。

（教育総務部長）

Ａ トイレの床については、議員指摘の通

り、従来の湿式から乾式とすることにより、

清掃の際に水を流す必要がなく、より清潔感

のあるトイレ環境が保たれるものと認識し

ている。しかしながら、乾式化には、排水管

の改修等、大規模な工事を伴うことから、今

後の大規模改修等の機会を捉えて、トイレの

床の乾式化を検討していきたいと考えてい

る。
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                                  教育総務部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                （生涯学習課）

＜質問概要＞

舩津 由徳 議員（自民）

６ 地域の課題について

(2) 公民館の改修等について

ア 南鳩ヶ谷公民館の改修について

イ 里公民館の建替えも視野に入れ

た耐震化について

＜答弁概要＞

（教育総務部長）

Ａ 南鳩ヶ谷公民館については、昭和５１年

の開設から４４年が経過しており、平成２３

年度に耐震化しているものの施設が老朽化

していることは認識している。

 また、施設の管理上必要な修繕は適宜行っ

ていきたいと考えているが、改修について

は、公民館が現在、老朽化に伴う改修等を計

画的に実施しているところであり、他の施設

の状況等も踏まえ、総合的な見地から検討し

ていきたいと考えている。

（教育総務部長）

Ａ 里公民館については、昭和５５年の開設

から４０年が経過しており、老朽化に伴う修

繕等を適宜行っているところである。

 また、公民館は、現在、計画的に耐震化を

進めているところであり、議員指摘の里公民

館についても、今後、当該施設の状況等を踏

まえ、耐震化の手法である耐震補強若しくは

建替え等、検討していきたいと考えている。
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                                  教育総務部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                （中央図書館）

＜質問概要＞

幡野 茂 議員（公明）

６ 図書館行政について

(1) 来館困難者への図書等の郵送・宅

配サービスについて

・図書等の郵送・宅配サービス実施の

検討状況について

(2) 電子図書館サービス導入につい

て

・図書館システム更新時に電子図書館

サービスを導入してはどうか

＜答弁概要＞

（教育総務部長）

Ａ 図書等の郵送・宅配サービスについて

は、図書館に来館が困難な方々へ図書等を貸

出する有効な手段のひとつであると認識し

ている。

これまで、郵送・宅配サービスを導入した

場合の利用対象者、利用者の費用負担、また、

現在の図書館システムで対応可能か等検討

してきた。その結果、当該サービスに対応す

るためには、図書の予約・貸出や管理等を行

う図書館システムの改修が必要なことが判

明した。

こうしたことから、令和４年度に予定して

いるシステム更新の際に当該サービスが実

施できるよう、引き続き実施方法等を含め関

係部局と協議し、検討していきたいと考えて

いる。

（教育総務部長）

Ａ 電子図書館サービスについては、図書館

に来館することなく読書を楽しむことがで

きることから、図書館の開館時間外において

も、市民のみなさまに図書を提供できる有効

な手段であると認識している。

 議員提案の電子図書館サービスを導入す

るためには、図書館システムの改修に加え、

電子図書の選定や購入費用が発生するなど、

課題が多くあることから、今後、調査研究し

ていきたいと考えている。
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（要望）

 早期のサービス導入を目指し、調査

研究していただきたい。 
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                                  教育総務部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                （スポーツ課）

＜質問概要＞

若谷 正巳 議員（自民）

１０ 市民体育祭（中学校の部）中止

に関わる取り組みについて

(1) 代替大会等の実施について

・感染防止対策に留意した実施方法と

現在の実施状況について

（要望）

 代替大会等の実施にあたっては、十

分な感染防止対策を講じて実施する

＜答弁概要＞

（教育長）

Ａ 市民体育祭（中学校の部）中止に伴う代

替大会及び交流試合の実施については、スポ

ーツ庁や中央競技団体のガイドラインに基

づくとともに、さらに川口市は、学校の授業

がない土曜日、休日を利用した日程や会場を

分散し、選手及び関係者の密集を避けるほ

か、体調管理チェックシートの提出にあわせ

て、会場において検温を行うなど、学習保障

及び新型コロナウイルス感染拡大防止に留

意した実施方法について、関係機関と検討し

てきた。

 この結果、すでにハンドボールと硬式テニ

スは、生徒１９７人の参加を得て実施したと

ころであり、また、３月までの間に、ソフト

テニスなど１２競技を実施する予定として

いる。

なお、各競技の結果に応じて、賞状やメダ

ルを授与し表彰を行うこととしている。

 今後についても、部活動に励む生徒たちの

思いを大切にし、本市の感染状況を注視しつ

つ、感染拡大防止に細心の注意をはらいなが

ら、生徒たちが成果を発揮できる場となるよ

う大会等の実施に向けて取り組んでいく。
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ようお願いする。

最上 祐次 議員（青嵐）

２ 教育について

(4) 市民体育祭（中学校の部）につい

て

ア 代替大会等の新型コロナウイル

ス感染症対策について

（要望）

 代替大会の感染対策はスポーツ庁、

中央競技団体ガイドラインに基づい

て実施され、さらには会場の分散や選

手等の密集を避けるなどリスク軽減

を図り、大変配慮がされていると思

う。子ども達が、普段の実力を出し切

る大会ができる運営をお願いしたい。

（教育長）

Ａ 市民体育祭（中学校の部）の代替大会等

については、スポーツ庁や中央競技団体のガ

イドラインに基づき実施するとともに、さら

に川口市は、感染防止の観点から実施日程や

会場を分散し、選手及び関係者の密集を避け

るなど、感染リスクの軽減を図っているとこ

ろである。

また、現在の感染状況を踏まえ、保護者の

参加同意を得て、学校ごとに体調管理チェッ

クシートを提出することに加え、会場におい

ても、検温や手指消毒を徹底するなど、感染

防止対策を講じているところである。

今後も、本市の感染状況に注視しつつ、大

会等が安全に実施できるよう努めていく。
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                                  学校教育部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                  （庶務課）

＜質問概要＞

最上 祐次 議員（青嵐）

２ 教育について

(2) ＧＩＧＡスクール構想について

ア 整備の進捗状況について 

イ 教職員の研修について

＜答弁概要＞

（学校教育部長）

Ａ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた

環境整備については、当初の予定通り、中学

校を１２月末、小学校を令和３年３月末まで

に完了する計画で、執り進めているところで

ある。

 その為、芝西中学校陽春分校及び来年度開

校される川口市立高等学校附属中学校を含

めた市内８０校を８校ずつ１０グループに

分け、順次、作業を進めており、現在計画ど

おりの進捗となっている。

（学校教育部長）

Ａ 教職員の研修については、ＧＩＧＡスク

ール運用保守業務委託において、導入時期や

教職員の技能に応じた研修を検討している。

主な内容としては、初期における「導入ガイ

ダンス」、基本的な利活用方法をイメージす

る為の「対面研修」、機器やソフトウェアの

活用方法においては、随時利用可能な「オン

ライン研修」等を予定している。

 さらに、ＩＣＴ活用指導力を向上させる

為、ワークショップ形式による「ステップア

ップ研修」を実施するほか、各学校の課題や

ＩＣＴ機器の活用状況に応じた企画内容の

研修を実施する計画となっている。
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榊原 秀忠 議員（自民）

４ 川口市立高等学校整備の進捗状

況について

(1) 第１校地整備の進捗状況につい

て

(2) 第２校地の整備状況について 

（教育長）

Ａ バスケットコート３面を有するアリー

ナＳ棟を中心とする第２期の施設整備は、こ

の１２月末に完成する運びとなっており、令

和３年１月の使用開始を前に、現在、備品の

調達等を含む最終調整を行っているところ

である。

第３期となるグラウンド整備については、

既存の体育館等の解体後に、２レーンの４０

０ｍトラックとテニスコート４面を整備し、

令和３年８月末までには第１校地となる本

施設整備のすべてが完成する予定となって

いる。

（学校教育部長）

Ａ 川口市立高等学校第２校地グラウンド

整備については、令和２年９月に契約をし、

令和３年８月末の完了を予定していたとこ

ろであるが、解体工事に伴う土壌汚染調査に

おいてフッ素が検出されたため、その対策工

事に約６か月を要することとなった。

こうしたことから、対策工事後にグラウン

ド整備工事に着手することとなり、完成時期

についても令和４年１月末を目途に進めて

いるところである。

整備内容については、夜間照明やブルペン

を備えた本格的な野球場とテニスコートの

整備を予定しており、議員ご指摘のとおり、

本校における野球部の活躍にもさらに期待

が高まるものと考えている。
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益田 みなみ 議員（自民）

４ 児童生徒に対する学びの保障に

ついて

(1) 長期休校時におけるＩＣＴを活

用した学びの保障について

(2) 経済的に厳しい状況にある家庭

に対する通信費の支援について

（学校教育部長）

Ａ 学校の臨時休校時等に、学びを保障でき

る環境を整備することは大変重要であると

認識している。

 この為、やむをえず長期休校せざるを得な

い場合については、ＧＩＧＡスクール構想の

中で整備している一人一台端末を自宅に持

ち帰ることにより、各家庭のインターネット

環境を利用し、オンライン授業や学習支援動

画等を活用した、学びの保障を検討してい

る。

 また、長期休校措置に備え、国の制度を活

用し無線Ｗｉ-Ｆｉルーターの整備を予定し
ており、インターネット環境がない家庭に貸

し出すことにより、家庭環境の整備への支援

についても検討しているところである。

（学校教育部長）

Ａ 休校時においてＩＣＴを活用した学び

の保障を実現するにあたり、要保護世帯に対

するインターネットの通信費については、厚

生労働省から「教育扶助又は生業扶助におけ

る教材代として支給される」と通知されてい

る。

こうしたことから、本市としては、インタ

ーネット環境がない準要保護を受けている

児童・生徒に対し、無線Ｗｉ-Ｆｉルーター
の貸し出しと併せ、通信費の支援が可能とな

るよう、本議会に補正予算案を提出している

ところである。
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                                  学校教育部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                  （学務課）

＜質問概要＞

井上 薫 議員（共産）

２ 新型コロナウイルス感染症にお

ける市としての対応について

(4) コロナ禍での少人数学級の早期

実施を

（再質問）

２(4)について、教室や教員の確保等、

多くの課題があるとのことであるが、

解消しなければならない課題を具体

的に教えてもらいたい。 

芦田 芳枝 議員（公明）

３ 教育について

(2) 夜間中学の入学について

・陽春分校の特色ある教育活動を進め

つつも、学びの門戸を広げる体制を整

＜答弁概要＞

（学校教育部長）

Ａ 国が少人数によるきめ細やかな指導体

制の計画的な整備を検討していることは承

知している。 

 少人数学級の実現については、埼玉県教育

委員会により定められている編制基準の改

定や学級数の増加による教室や教員の確保

等、多くの課題を解消する必要がある。 

 このことから、きめ細やかな指導体制の計

画的な整備に向け、今後も国の動向を注視し

ていく。

（学校教育部長）

Ａ 学級数の増加により、普通学級だけでな

く、理科室等特別教室の使用頻度が増えるこ

とから、通常学級を含めた学校施設全体の活

用方法を検討する必要がある。 

 また、国によると「教職員数が８万人から

９万人必要」との試算が出ているが、数だけ

でなく質の確保も重要であると考えている。

（学校教育部長）

Ａ 夜間中学への入学について、年度途中の

ニーズがあることは認識している。 

現在、教育課程が順次進行していく中で、
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えてほしい。 

舩津 由徳 議員（自民）

４ 教育について

(2) 学校・子供応援サポーター人材バ

ンクの活用について

在学生徒への個別指導や補習も行っている

が、学習の遅れや日本語習得への対応等、

様々な課題がある。

このことから、まずは、昨年度開校した陽

春分校における学校運営及び教育課程の一

層の充実を図るとともに、年度途中に入学を

希望する方の随時入学については、今後も引

き続き研究していく。 

（学校教育部長）

Ａ 本市では、教員の負担軽減や新型コロナ

ウイルス感染症対策として消毒作業等を行

うスクール・サポート・スタッフを、芝西中

学校陽春分校を含め７８校に配置した。 

現在配置しているスクール・サポート・ス

タッフについては、各小中学校の地域に根ざ

した人材を積極的に採用するとともに、この

文部科学省の人材バンク制度を活用し採用

している。 

未配置の１校についても、人材の確保はで

きており、１月に配置予定となっている。 
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                                  学校教育部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                  （指導課）

＜質問概要＞

若谷 正巳 議員（自民）

１０ 市民体育祭（中学校の部）中止

に関わる取り組みについて

(2) 高校受験における調査書につい

て

・中学２・１年生が高校受験する際の

調査書の記載について見解を

（要望）

 県教育委員会に対し、機会あるごと

に本市の生徒が不利とならないよう

に配慮してもらうよう要望をお願い

する。

１１ 保有個人情報不開示決定処分

取消等請求事件について

＜答弁概要＞

（学校教育部長）

Ａ 市民体育祭（中学校の部）の中止に伴う

県大会出場辞退により、本市の中学１・２年

生の生徒や保護者が調査書への記載につい

て不安に感じていることは十分に認識して

いる。

このことについて、本市の生徒が高校受験

において不利益を被ることがないようにす

ることが重要であることから、生徒の努力の

証が受験校にきちんと伝わるよう、市民体育

祭の代替大会において、県大会出場相当の成

績を収めた場合、その旨を調査書に記載す

る。併せて、県教育委員会にもその旨を伝え、

本市の生徒への配慮を要望したところであ

る。

（市長）

Ａ 私はかねてから、児童生徒が安心して

学校生活を過ごせるように、学校と教育委員

会が一丸となり、教育に対する信頼を向上す

べく諸課題の解決に取り組むとともに、児童

生徒の思いを受け止め、心に寄り添った丁寧
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１３ 新しい英語教育の取り組みに

ついて

幡野 茂 議員（公明）

５ 学習支援について

(1) 不登校児童生徒へのＩＣＴを活

な指導、対応が不可欠だと考えている。

 この度の裁判において、私は本市の事務の

取り扱いについて指摘されたということを

真摯に受け止めており、即時に教育委員会に

対し、一層慎重かつ丁寧な教育行政の推進に

努めるよう、事務改善を指示した。

（教育長）

Ａ 令和３年度より全面実施となる中学校

学習指導要領の外国語科では、「即興で話す

力」の育成が新たに新設されるとともに、授

業は英語で行うことを基本とすると示され

た。

そこで、「自分の考えや思いを英語で表現

できる生徒」を育成するため、これまでに全

国各地で非常に高い成果をあげている指導

法の「５ラウンドシステム」を軸とした抜本

的な授業改革に取り組み、英語でやりとりで

きる生徒の育成に積極的に取り組んでいく。

「５ラウンドシステム」とは、教科書を効

果的に活用する指導法で、教科書の全単元の

ストーリーを年間で５巡繰り返し学習する

方法である。ラウンドごとに学習の目標を変

えながら同じストーリーに繰り返し触れる

スパイラルな学びにより、効果的な英語表現

の習得と運用を可能にする。

令和３年度に、中学校全２７校の１学年で

開始し、令和５年度までの３年間で全学年で

実施し、英語教育の本質的改革に本市全体で

取り組み、生徒の英語力向上に努めていく。
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用した自宅学習支援について

ア インターネット通信環境未整備

宅への支援について

イ 自宅でのＩＣＴを活用した授業

での出席扱いについて

・自宅でＩＣＴを活用した授業を受け

た場合は出席扱いになるのか

ウ 自宅でのＩＣＴを活用した授業

の進め方について

（学校教育部長）

Ａ 不登校児童生徒に対するＩＣＴを活用

した学習支援は、学習の遅れに対する不安の

解消や学校復帰の意欲向上につながると考

えている。

インターネット通信環境が未整備の不登

校児童生徒への支援については、まずは児童

生徒の実態把握を行い、ニーズを確認すると

ともに、無線Ｗｉ-Ｆｉルーターの貸し出し
などその可能性について関係各課と連携を

図りながら検討していく。

（学校教育部長）

Ａ ＩＣＴを活用した学習支援は、今後の不

登校児童生徒への支援として有効な手段と

認識している。

文部科学省の通知では、不登校児童生徒が

自宅においてＩＣＴ等を活用した学習活動

を行った場合の指導要録上の出欠の取扱い

については、主に保護者と学校の連携が十分

に保たれていること。訪問等による対面指導

が前提としてあり、適切な支援が定期的・継

続的に行われていること。学習活動は計画的

なプログラムであること。など、一定の要件

を満たした上で校長が判断するものと定め

られている。このことから、各学校が通知に

基づいた適切な判断を行えるよう、市立校長

会議で周知していく。

（学校教育部長）

Ａ 不登校児童生徒におけるＩＣＴを活用

した授業を進めるにあたっては、家庭の通信

環境が整い次第、まずは先生や友達とのオン

ラインによる人間関係づくりや児童生徒・保

護者との面談実施など、登校支援での活用を

図っていく。
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(2) クラスに入れない児童生徒への

支援について

ア 本市で実施されている支援の目

的・内容・配置について

イ 校内フリースクールの開設につ

いて

・きめ細やかな対応ができる校内フリ

ースクールの開設について、本市の見

解を聞かせてほしい

また、不登校児童生徒へのＩＣＴを活用し

た自宅での授業の実施については、日々の授

業の中でＩＣＴを活用し教職員のスキルア

ップを図るとともに、研修会を行うなど先進

的な取組を参考にしながら不登校児童生徒

にも手を差し伸べられるよう順次取り組ん

でいく。

（学校教育部長）

Ａ 本市の不登校児童生徒の社会的自立に

資することを目的として開室している適応

指導教室では、７名の担当者が、基本的生活

習慣の改善、集団生活への適応、基礎学力の

補充等、本人の希望を尊重した上で支援を行

っている。

また、各中学校のさわやか相談室では、２

名の教育相談支援員やスクールカウンセラ

ーが、生徒、保護者からの相談に丁寧に対応

している。さらに、ステップルームを設けて

いる学校では、個に応じた支援計画を作成

し、教員やアシスタントティーチャーなどが

計画に基づき、個別の学習支援を行っている

ところである。

（学校教育部長）

Ａ 本市では、クラスに入れない児童生徒に

対して、川口市立教育研究所の適応指導教室

や各学校の相談室およびステップルームを

活用しながら、一人一人の実態に応じた支援

を行っているところである。

議員提案の校内フリースクール開設につ

いては、新たな教員の配置や、カリキュラム

編成、教室確保などの課題もあることから、

今後、他市の状況や岡崎市のモデルも視野に

入れながら、調査・研究していく。
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最上 祐次 議員（青嵐）

２ 教育について

(1) 埼玉県学力・学習状況調査等につ

いて

ア 今年度の調査の分析について

イ 成果と指導の課題について

ウ 継続指導の成果の具体例につい

て

・昨年度は特に小６算数と中１数学に

つまずきが見られたが、１年間どのよ

うな視点で指導したのか。その成果は

どうだったのか。今年度の成果と指導

の課題について。

（教育長）

Ａ 今年度の埼玉県学力・学習状況調査の本

市の結果では、ほぼすべての学年・教科で埼

玉県の平均正答率を上回った。

また、達成できた学力レベルを測る学力の

伸びについても、すべての学年・教科で県の

平均値と同等以上であり、特に国語において

はすべての学年で県の平均値を上回る結果

となったことからも、全体として児童生徒の

学力が向上しているものと捉えている。

（学校教育部長）

Ａ 分析結果から、中学校１年生の数学の

み、県の平均正答率を、ごくわずかだが下回

った。このことは、中学校１年生の調査で出

題される小学校高学年の学習内容について、

学習の難易度が上がることによるつまずき

と捉えているが、県の平均正答率との差は

年々縮まっており、学力は向上していると認

識している。

今後も、特に小中学校の学習内容の円滑な

接続等、小中連携の観点から学習指導の推進

に取り組んでいく。

（学校教育部長）

Ａ 埼玉県学力・学習状況調査は、個人の学

力を経年で調査することで、学力の伸びとと

もに、つまずきの傾向も把握できることが最

大の特徴となっている。各学校では、結果分

析から個人や学級・学年の学力の課題につい

て実態の把握・引き継ぎをしっかりと行い、

より効果的な学力向上プランの作成と授業
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エ 学習支援カルテの活用と成果に

ついて

・児童生徒保護者にどのように活用し

たのか。その成果はどうであったか。

(3) 補助犬周知の授業取り入れにつ

いて

改善に取り組んでおり、今回の結果はその成

果であると受け止めている。

特に、経年でのつまずきが見られる算数・

数学では、小中連携の観点から、思考の跡が

見えるようなノート指導や、式を立てる根拠

を明確に示すため、図やグラフなどを使って

考える指導などに力を入れて取り組んでい

るところである。

（学校教育部長）

Ａ 学習支援カルテは、学力調査や質問紙調

査の結果の反映など、児童生徒の実態を一元

化して表示し、指導方法の工夫・改善に生か

すことができるものである。

昨年度の結果から、各学校では学力に課題

のある児童生徒の抽出、つまずきの原因の分

析、個に応じた指導方法の工夫改善を学習活

動に反映させることによって学力向上に努

めるとともに、必要に応じて保護者との面談

資料としての活用もした。今年度の調査結果

は、これらの取組の成果であると受け止めて

いる。

今後も、より有効な活用が推進され、児童

生徒一人一人の学力を確実に伸ばせるよう、

学校訪問等で指導助言に努めていく。

（学校教育部長）

Ａ 児童生徒の発達の段階に即して、補助犬

を題材とした教育活動を展開することは、補

助犬に対する正しい知識を身につけさせる

うえで効果的であると考えている。

 本市では、昨年度、市内の小学校１７校で、

盲導犬を題材とした授業を総合的な学習の

時間で実施している。

 このことから、引き続き、聴導犬・介助犬

を含めた補助犬の正しい理解につなげる授
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(4) 市民体育祭（中学校の部）につい

て

イ 調査書への配慮について

・調査書に記載した代替大会の扱いに

ついての配慮は、県教委、県立高校、

その他の高校に理解してもらえるの

か

木岡 たかし 議員（新風）

４ いじめ問題について

(1) 情報公開請求にかかわる判決に

ついて

ア 市側の主張がおおむね認められ

たとの認識について

・市の主張が認められた点は何か

業の実施について、市内小中学校に働きかけ

ていく。

（学校教育部長）

Ａ 部活動の実績を含め、調査書に記載され

た内容については、各高校が定める選抜基準

に基づき、合格者を選抜する資料として取り

扱われることとなっている。このことから、

市民体育祭の中止にあたり、生徒や保護者が

不安に感じていることは十分に認識してい

る。

このことについて、本市の生徒が不利益を

被ることのないよう、市民体育祭の代替大会

において、県大会出場相当の成績や記録を収

めた場合、その旨を調査書に記載する。併せ

て、県教育委員会にもその旨を伝え、本市の

生徒への配慮を要望した。

（学校教育部長）

Ａ 認められた点については、６点ある。

１点目は、不開示の理由を「調査委員会の

会議は公開しない」と示したことは不十分と

はされなかったこと。２点目は、訂正請求の

あった文書は訂正の対象とはならず、訂正の

義務はないとされたこと。３点目は、当初の

訂正の方法として、原告保護者の書面を添付

する形をとったことは、不適切とは言えない

こと。４点目は、不訂正決定をしたときの理

由も十分ではないとは言えないとされたこ

と。５点目は、弁明の機会が付与されなかっ
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イ 判決文で指摘された違法性の認

識について

・違法とされた点は何か

ウ 原告への謝罪について

・市長及び教育長は違法との判決を受

け、原告に謝罪しないのか

(2) ２０２０年６月市議会定例会の

虚偽答弁の疑いについて

・疑惑を晴らす気はないのか

(3) 元生徒への「今後の支援体制につ

いて」について

・同じ日付、同じ表題の２つの文書が

あることについて

たことに損害賠償までは認められなかった

こと。６点目は、再開示決定の受け取りに際

し時間を要した原因は原告側にもあるとさ

れたことである。

（学校教育部長）

Ａ 川口市個人情報保護条例及び川口市行

政手続条例に関するもので、合計３点であ

る。

１点目については、開示請求の対象文書を

特定していないこと。２点目については、不

開示の判断を個別具体的に行っていないこ

と。３点目については、訂正決定の取消時に

弁明の機会を付与しなかったことである。

（学校教育部長）

Ａ 本市としては、謝罪については考えてい

ない。

事務の取扱いについて指摘されたという

ことを真摯に受け止め、適切な個人情報の取

扱いや行政手続の改善を図るべきものと認

識している。

（学校教育部長）

Ａ 議員指摘の件については、現在、係争中

の内容にかかわることから、答弁は控える。

（学校教育部長）

Ａ 支援体制については、係争中の内容に関

することから、この場での回答を控える。
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(4) 平成２９年３月２１日付訓告処

分について

・訓告処分をしたのに、裁判では体罰

がなかったと主張しているのはどう

いうことか

(5) いじめ防止対策推進法における

学校と生徒間の権利義務について

・準備書面で主張している法解釈は間

違っているのではないか

(6) 元生徒の卒業証書について

・現在、どのような扱いとなっている

のか

（再質問）

４(1)アについて、５点目と６点目は、

市側の主張が認められたとは言えな

いのではないか。

４(1)イについて、違法性が認められ

たということは、敗訴ではないのか。

４(1)ウについて、精神的苦痛で損害

賠償が認められたのだから謝罪する

べきではないのか。

（学校教育部長）

Ａ 議員指摘の件については、現在、係争中

の内容にかかわることから、答弁は控える。

（学校教育部長）

Ａ 準備書面の内容は、司法の判断を仰いで

いることから、この場での回答を控える。

（学校教育部長）

Ａ 現在、元生徒の出身中学校で預かってい

る。

（学校教育部長）

Ａ 弁護士と判決文を精査した上で、本市の

主張がおおむね認められた点であると認識

している。

（学校教育部長）

Ａ 認められた点と一部認められなかった

点があったと認識している。

（学校教育部長）

Ａ 事務の取扱いについて指摘されたとい

うことを真摯に受け止め、適切な個人情報の

取扱いや行政手続の改善を図るべきものと

認識していることから、市としては、謝罪に

ついては考えていない。
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４(2)について、本当に虚偽答弁では

ないのか。

４(3)について、６月に答弁し、１２

月に答弁できないのは納得できない。

 同じ題、日付、作成者の、内容が違

う文書があるのは、どういうことか。

４(4)について、裁判から離れて聞く。

文書訓告は、いきているのか。取り消

されたのか。

４(5)について、裁判から離れて聞く。

いじめ防止対策推進法の市の解釈、防

対法に生徒・保護者の権利義務関係が

ないという根拠は。

４(6)について、未だ渡されていない

理由とその責任は誰にあるのか。

芦田 芳枝 議員（公明）

３ 教育について

(1) 通学路に防犯カメラの設置を

・通学路に防犯カメラを設置してほし

い

（学校教育部長）

Ａ 現在、係争中の内容にかかわることか

ら、答弁は控える。

（学校教育部長）

Ａ 裁判に関することについては、答弁を控

える方針である。

議員指摘の内容は、本市が準備書面で主張

している内容となることから、答弁は控える

ものである。

（学校教育部長）

Ａ 現在、係争中であり、司法にその判断を

仰いでいることから、答弁は控えるものであ

る。

（学校教育部長）

Ａ 準備書面の内容は、司法の判断を仰いで

いることから、答弁を控える。

（学校教育部長）

Ａ 卒業証書は校長が渡すものであるが、現

在、係争中のため、裁判の状況を見極めてい

るところである。

（市長）

Ａ 通学路については、学校による定期的な

安全点検、地域安全マップの作成、スクール

ガードを中心とした登下校の見守り活動、関

係部局との連携による通学路整備改善など

を行い、子供たちの登下校の安全確保に努め
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舩津 由徳 議員（自民）

１ 新型コロナウイルス感染症対策

について

(3) 感染後の児童・生徒への心のケア

について

・感染後の児童・生徒への心のケアにつ

いて、どのような対応をしているのか

ているところである。

 議員提案の通学路に防犯カメラを設置す

ることについては、各学校より報告された防

犯カメラ設置希望の６０箇所について、既存

の防犯カメラ設置状況、そして現在の通学路

の状況、具体的な設置場所などを改めて精査

し、早期に対応を検討していく。

 犯罪の抑止力に防犯カメラは大変役に立

つ。私が県議会議員時代の平成１６年の川口

で１年間に約１６，０００件の犯罪認知件数

があったが、去年のデータで５，０００件を

切ったと川口警察署長から聞いており、１６

年は新宿より川口の方が、犯罪が多かったわ

けである。それが、３分の１以下になってい

る現状である。さらなる安全・安心なまちづ

くりのため、こういったものを検討していく

のでよろしくお願いする。

（学校教育部長）

Ａ 議員指摘のとおり、感染した児童生徒

は、様々な不安な気持ちを抱えているため、

学校復帰後も安心・安全な学校生活を送るこ

とができるよう心のケアが必要であると認

識している。

このことから、学校は感染が判明した段階

で、家庭との連絡を密に取り、必要があると

きは、関係相談機関の支援も受けながら、感

染した児童生徒の心のケアを最優先に行っ

ている。また、各学校では、日頃から新型コ

ロナウイルス感染症について、適切に指導

し、差別や偏見等の誤った考えを払拭し、他

者への思いやりと配慮ができる児童生徒の
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４ 教育について

(1) ＧＩＧＡスクール構想と目指す

べき方向性について

益田 みなみ 議員（自民）

３ 妊娠期からの支援と学齢期にお

ける性教育について

(2) 学校現場での性に関する指導の

取り組み状況について

・専門家による指導を含め、子供たち

に正しい性に関する知識、また命の

重みを感じてもらうよう展開すべき

育成に取り組んでいるところである。

（教育長）

Ａ ＧＩＧＡスクール構想は、多様な子供た

ちを誰一人取り残すことなく、子供たち一人

一人に公正に個別最適化され、資質・能力を

一層確実に育成できるＩＣＴ教育環境の実

現であると認識している。

このことから、端末の整備後、学校の授業

において一斉学習、個別学習、協働学習の各

学習場面に応じたＩＣＴの活用を一層充実

させ、学力の向上を図るとともに新たな価値

や可能性が広がる社会において多様な人々

と協働し、主体的に対応できる児童生徒の育

成につなげていく。

併せて、端末を活用した多様な授業が展開

できるよう、まずは今年度中に教職員対象の

研修会を３回実施し、教職員の指導力向上も

図っていく。

（学校教育部長）

Ａ 性に関する正しい知識及び命の大切さ

について学ぶことは、大変重要な学習である

と認識している。現在、各学校では、指導計

画に基づき、保健体育等を中心に、教育活動

全体を通じて指導をしているところである。

また、より専門性の高い学習を推進するた

め、出産に関わる専門家を講師に招き、性に

関する指導と命の大切さを関連づけた学習

を行っている学校もある。このような実体験

を伴う専門家による指導は有効であること

から、今後、さらなる連携や活用が図られる
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４ 児童生徒に対する学びの保障に

ついて

(3) 学習者用デジタル教科書の導入

について

よう、学校訪問等において周知していく。

（教育長）

Ａ デジタル教科書は、新学習指導要領を踏

まえた教師の授業改善や児童生徒の学習の

充実を図るうえで、これからの社会において

必要不可欠であると考えている。

議員質問の「学習者用デジタル教科書普及

促進事業」は、学校現場でのデジタル教科書

の普及率を高めるため、国として学習者用デ

ジタル教科書の導入を促進するために効果

的な事業と認識している。

今後、本市におけるデジタル教科書の導入

についは、本事業を注視していくとともに国

の動向を見据え対応していきたいと考えて

いる。
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                                  学校教育部

令和２年１２月市議会定例会

一般質問質疑応答概要                （学校保健課）

＜質問概要＞

木岡 たかし 議員（新風）

２ 市内の新型コロナウイルス対策

について

(2) 小中学校における手指消毒つい

て

・児童生徒の手指の消毒について

＜答弁概要＞

（学校教育部長）

Ａ 本市としては、国・県の衛生管理マニュ

アルに基づき、登校したら、まず手洗いなど

の手指衛生の基本的な感染対策を徹底して

いる。

 議員指摘の手指用の消毒液による消毒は、

流水での手洗いができない際に、補助的に用

いられるものであると認識しているので、引

き続き流水と石けんでの丁寧な手洗いを指

導し、児童生徒が安全・安心な学校生活が送

れるよう、学校での感染対策の徹底に努めて

いく。
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要

（令和２年１２月市議会定例会）                   教育総務部 教育総務課

質 疑 応 答

議案第１２１号 令和２年度川口市一般会計補正予算（第６号）

 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内

  △ 歳入の部

    第１６款 国庫支出金 第１項 国庫負担金 第３目

               第２項 国庫補助金 第６目

    第２３款 市債

  △ 歳出の部

    第１０款 教育費

 第２条第２表 継続費補正

  １ 変 更

    第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校夜間学級建設事業

 第３条第３表 繰越明許費補正

  １ 追 加

    第１０款 教育費 第３項 中学校費 中学校体育館空調機設置事業

    第１０款 教育費 第４項 高等学校費 高等学校建設事業

 第５条第５表 地方債補正

  １ 変 更

    学校建設事業 学校施設整備事業

 ＜ 質 疑 ＞

（荻野 梓 委員）

空調機の耐用年数は何年か。

（荻野 梓 委員）

体育館の耐震性は大丈夫なのか。

（荻野 梓 委員）

 地震等災害が発生した場合には、どのように対

応するのか。

（教育総務課長）

１５年である。

（教育総務課長）

すでに耐震補強等を実施しているので、耐震性

は確保されている。

（教育総務課長）

 令和３年度夏季に整備・稼働する施設について

は、使用可能な状況であれば、災害発生により避
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質 疑 応 答

（荻野 梓 委員）

 空調機が故障したときの保証はどのようにな

っているのか。

（野口 宏明 委員）

設置してから耐用年数である１５年を経過す

るまでの間で、体育館の改築計画はないのか。

（野口 宏明 委員）

 耐用年数の１５年を迎える前に改築がおこな

われるような場合には、機器の再利用ができるの

か。

（こんどう ともあき 委員）

 空調機を整備しても体育館が雨漏りしていて

は、機能上問題がある。体育館の雨漏り調査を行

っているのか。

難所になった場合に稼働することができる。

（教育総務課長）

 保証期間は１年であるので、その期間内に不具

合が発生した場合には、保証で対応していく。

（教育総務課長）

 体育館については、建築後５０年を経過する施

設はあるが、現在のところ具体的な改築計画はな

い。しかしながら、学校施設については、建築後

６５年で改築する考えもあることから、今後耐用

年数の１５年を経過する前に改築を迎える施設

が出てくる可能性はある。

（教育総務課長）

 転用可能かどうかは、その時点で検討する。

（教育総務課長）

 体育館の雨漏りについては、調査し適宜必要な

修繕を行っている。
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質 疑 応 答

（こんどう ともあき 委員）

夜間中学校について、再度設計をするとのこと

であるが、設計のスケジュールはどうなるのか。

（こんどう ともあき 委員）

 施工を請け負うのは、当初契約している事業者

と同じか。また、事業費が高くなる可能性はどう

か。

（松本 幸恵 委員）

空調機の設置費用について、導入する方式ごと

の工事費はいくらなのか。また、それぞれの方式

のランニングコストはいくらなのか。

＜ 討 論 ＞

なし。  

＜ 採 決 ＞

起立者全員にて可決。

（教育総務課長）

 令和２年１１月から基本設計を行い、引き続

き、令和３年３月から１０月にかけて実施設計を

行う予定である。

（教育総務課長）

 事業者は改めて選定する。また、事業費につい

ては、規模等を含め設計を進める中で算定する。

（教育総務課長）

 方式別の平均工事費予算は、ＬＰガス式が

６，７９１万１千円、都市ガス式が６，０５３万

７千円、電気式が５，４２３万円である。

また、ランニングコストについては、月額平均

の試算では、ＬＰガス式が２０万２千円、都市ガ

ス式が１５万７千円、電気式が２８万８千円であ

る。
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要

（令和２年１２月市議会定例会）                   教育総務部 中央図書館

質 疑 応 答

議案第１３６号 川口市立図書館設置及び管理条例の一部を改正する条例

 ＜ 質 疑 ＞

なし。

＜ 討 論 ＞

なし。

＜ 採 決 ＞

起立者全員にて可決。
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要

（令和２年 １２月市議会定例会）                    学校教育部 庶務課

質 疑 応 答

議案第１２１号 令和２年度川口市一般会計補正予算（第６号）

 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内

  △ 歳入の部 第１６款 国庫支出金 第１項 国庫負担金 第３目

第２項 国庫補助金 第６目

  △ 歳出の部 第１０款 教育費

 第３条第３表 繰越明許費補正

  １ 追 加 第１０款 教育費 第４項 高等学校費 高等学校建設事業

 ＜ 質 疑 ＞

（こんどう ともあき 委員）

 小学校費・中学校費の備品購入費にかかわり、

モバイル Wi-Fi ルーターの整備台数を伺いたい。

また、役務費のインターネット接続通信費にかか

わり、どのような仕様を想定しているのか伺いた

い。

（庶務課長）

 モバイルWi-Fiルーターの整備については、小

学校１，０００台、中学校５００台を整備する予

定である。これは、今年５月に埼玉県からの依頼

により、本市におけるインターネット環境が整備

されていない児童生徒数を調査したところ小学

校では１，０８８人、中学校では４０１人という

結果がでたことから、この台数としたところであ

る。

 また、インターネット接続通信費については、

インターネット環境が利用できない児童生徒が

最も多い学校の状況に合わせ小学校２００台分、

中学校１００台分を見込み積算しており、仕様に

ついては、一月２，７００円、２０ギガを限度と

した内容で検討しており、１日２時間の接続を想
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質 疑 応 答

（こんどう ともあき 委員）

臨時休校時に活用するとのことであるが、１年

間といった短期間での契約は可能なのか。

（こんどう ともあき 委員）

臨時休校時には、通信環境が整っていない児童

生徒が不利になることがないよう、速やかに通信

環境が整えられるような制度設計をしていただ

きたい。（要望）

（松本 幸恵 委員）

通信時間は１日２時間とのことであるが、休校

時のＩＣＴの活用方法について、どのような方法

を考えているのか。

（松本 幸恵 委員）

高等学校費の工事請負費に係り、公園整備を前

定している。

（庶務課長）

 現在検討している月額２，７００円のプランは

最低６か月以上の契約期間が必要であり、６か月

未満で解約した場合には違約金が必要となる。現

在、契約内容については業者と協議を進めている

ところであり、なるべく有利な契約を結べるよう

検討していく。

（庶務課長）

 この度の休校の際には「川口・おうちＤＥスタ

ディー」といった動画配信にも取り組んだところ

であり、各学校においても授業研究を進めている

ところである。それらの経験を踏まえ対応を検討

していく。

（学校教育部参事）

 公園整備を前倒しした経緯は、設計が完了した

-34-



質 疑 応 答

倒しした経緯及び、遊具等の内容、工期について

伺いたい。

＜ 討 論 ＞

なし

＜ 採 決 ＞

起立者全員にて可決

ことから、公園の閉鎖期間を短縮することで、地

域の方にいち早く開放するためである。

 また、遊具は、複合遊具、ベンチ、日除け、健

康遊具、照明灯を設置することとなっており、

工期は令和３年３月から６月を予定している。
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要

（令和２年 １２月市議会定例会）                    学校教育部 学務課

質 疑 応 答

議案第１２１号 令和２年度川口市一般会計補正予算（第６号）

 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内

  △ 歳入の部 第１６款 国庫支出金 第１項 国庫負担金 第３目

第２項 国庫補助金 第６目

  △ 歳出の部 第１０款 教育費

 第３条第３表 繰越明許費補正

  １ 追 加 第１０款 教育費 第４項 高等学校費 高等学校建設事業

 ＜ 質 疑 ＞

なし。

＜ 討 論 ＞

なし

＜ 採 決 ＞

起立者全員にて可決
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環境経済文教常任委員会質疑応答概要

（令和２年 １２月市議会定例会）                    学校教育部 指導課

質 疑 応 答

議案第１２１号 令和２年度川口市一般会計補正予算（第６号）

 第１条第１表 歳入歳出予算補正の内

  △ 歳入の部 第１６款 国庫支出金 第１項 国庫負担金 第３目

第２項 国庫補助金 第６目

  △ 歳出の部 第１０款 教育費

 第３条第３表 繰越明許費補正

  １ 追 加 第１０款 教育費 第４項 高等学校費 高等学校建設事業

 ＜ 質 疑 ＞

（松本 幸恵 委員）

中学校の修学旅行のキャンセル料について、修

学旅行を中止することを決定するまでの経緯と、

キャンセル料の内訳を教えてほしい。

（松本 幸恵 委員）

各学校で違うと思うが、修学旅行に代わる代替

行事を考えている学校も一部あると聞いている。

教育委員会としてそうしたところへの負担軽減の

対応については何か検討しているのか教えてほし

（指導課長）

 中止までの経緯については、当初は令和２年５

月下旬から６月中旬までを予定していたが、この

予定は４月当初に延期を決定した。延期後の日程

は１０月から１１月までと決めていたが、中学校

長会の判断により９月初旬に中止を決定した。

 キャンセル料の内訳については、延期に伴うキ

ャンセル料が8,565,488円で、中止を決定したこ

とに伴うキャンセル料が12,437,752円である。

中止にしたことによる子供たちの思い出に残る

ような代替行事の計画だが、現在指導課が把握し

ているところでは小学校２１校、中学校１０校で

計画しているととらえている。児童生徒数などの
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質 疑 応 答

い。

＜ 討 論 ＞

なし

＜ 採 決 ＞

起立者全員にて可決

学校ごとの実態に応じて内容の違いが生じてい

ることは承知している。実施の有無も含めて学校

には十分に安全面を配慮して安全に計画するよ

う指導している。
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教育委員会における新型コロナウイルス感染症の対応について

（教育総務部）

 夜間の施設利用時間を午後７時までとする。

１ 利用を制限する施設

公民館等、スポーツセンター等、中央図書館、メディアセブン

  現在の午後９時までの利用時間を午後７時までとする

   ※図書館については、閲覧席の利用を終日不可（学習席を除く）とする。

２ 制限期間    令和３年１月９日（土）から３月７日（日）まで

          ※終了は緊急事態宣言の動向による。

３ 各施設の利用人数制限等

  ※今後も引き続き実施

公民館等 ・各室の定員の２分の１以下での利用

アートギャラリー・

アトリア

・展覧会開催時の観覧者の会場入室を１０人程度に制限（貸

館含む）

・ミニライブラリーの一時利用中止（図書コーナー撤去）

文化財センター等 ・少人数での見学

図書館 ・閲覧席の利用は不可（現在２分の１以下から不可（学習席

を除く）に変更）

※書架への立ち入りと貸出、返却は可能

メディアセブン ・貸館は各室の定員の２分の１以下での利用

科学館 ・展示室利用時の定員を１００人に制限

・プラネタリウム（定員１６０人）の定員を７０人に制限

スポーツセンター等 ・プールは更衣室ロッカー数の２分の１、トレーニングルー

ムは設置器具の数の２分の１、会議室は定員の２分の１以下

での利用
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教育委員会における新型コロナウイルス感染症の対応について

（学校教育部（市立高等学校除く））

１ 現時点での対応状況 

（１）ＬＩＮＥによる緊急連絡グループの作成 

（２）新型コロナウイルス対応に関する情報をホームページで公開 

（３）市立幼稚園、小・中学校、高校の３学期は通常開始 

（４）放課後児童クラブは通常運営 

（５）教育研究所の施設の貸出の自粛 

（６）児童・生徒の健康観察、校内の消毒や手洗いを徹底するなど感染症対策を実施 

（７）「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準【レベル１】 

２ 緊急事態宣言発令後の対応 

（１）１（１）～（６）については現時点と同様の対応 

（２）○改１（７）「新しい生活様式」を踏まえた学校の行動基準を【レベル２】に引き上 
   げる。 

※感染リスクの高い教科活動の対策強化等 

（３）○新施設見学等、学校外における活動の実施方法の再検討 
（４）○新教職員に係る研修・会議、学校行事等の実施の延期・中止・実施方法変更の検討 
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教育委員会における新型コロナウイルス感染症の対応について

（学校教育部（市立高等学校））

１ 現時点での対応状況

（１）マスク着用、手洗いやうがい、アルコール消毒、換気の励行を実施した。

（２）食堂内の生徒の座席配置や食事中は会話をしないなどの食事ルールの見直しを実施

した。

（３）人数制限をして学校公開を実施した。

（４）自習室利用の人数制限や使用した机の消毒を実施した。

（５）カフェテリア内に簡易パーテーションを設置した。

２ 緊急事態宣言発令後の対応

（１）生徒に対する正しいマスク着用、手洗いやうがいなどの指導を徹底する。

（２）職員室内における食事などによる飛沫防止のために時間差を設ける他、パーテーシ

ョン設置により感染防止を進める。

（３）学校公開やアリーナ棟内覧会等、人が多く集まる催しを中止又は延期する。

（４）電車、バス等による登下校の過密状態を避けるため、始業時刻の繰下げと短縮授業

を実施する。

（５）新たにポスター掲示をすることにより、学校全体に感染予防の周知を徹底させる。

（６）教室の密を避けるため、分散した授業展開を検討する。

３ その他

（１）本年度から高校入学選考手数料の納付書払いを導入したことにより、入学願書出願

の郵送が可能になり、窓口受付による受検生の密が避けられるようになった。
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